
近畿地方整備局

和歌山河川国道事務所

資 料 配 付

平成１９年 ４月２５日
１７時００分

配布日時

件 名
「紀の川大橋橋梁拡幅工事周辺における地下水噴出に関す
る対策検討会」（仮称）の開催について

概 要

○国道２６号紀の川大橋橋梁拡幅工事周辺の井戸より水、
空気が噴出した事象について、国土交通省近畿地方整備局
和歌山河川国道事務所は、「紀の川大橋橋梁拡幅工事周辺
における地下水噴出に関する対策検討会」（仮称）を設置し、
平成１９年４月２８日（土）に第１回検討会を開催します。
○開催時間
１４：００～１５：００ 事前現地視察
１５：３０～１７：００ 検討会

○検討会会場への入室は開会時のみとさせて頂きます。た
だし、検討会終了後、記者会見を予定しています。

配布場所
和歌山県政記者クラブ
和歌山県地方新聞記者クラブ
和歌山県政放送記者クラブ

取り扱い

問合せ先

国土交通省 近畿地方整備局 和歌山河川国道事務所
副所長 木村 是一
道路管理第二課長 小山 義雄

TEL ０７３－４２４－２４７１（代表）〔内線２０５、４４１〕



「紀の川大橋橋梁拡幅工事周辺における地下水噴出に関する対策検討会」
（仮称）

（設置の経緯）

◇国土交通省近畿地方整備局和歌山河川国道事務所は、和歌山県の港湾事業

である紀の川右岸線改築工事に伴い、国道26号に取り付く部分の交差点改良と
して、紀の川大橋の拡幅（３径間、約140m）を和歌山県から受託施工しています。

◇当工事において、橋脚の基礎３基（ニューマチックケーソン）を施工中に、紀の
川の河川内から空気噴出（４月８日）及び堤内地にある灌漑用井戸２箇所から水
の噴出（４月１１日、４月１２日）が発生しニューマチックケーソン工事を中止しまし
た。

◇しかしながら、民家の床下にある古井戸からの泥水噴出（４月１２日夜）により、
家屋の床、壁等に亀裂が発生しました。

◇このため、４月１８日（水）に、道路防災ドクター（京都大学大学院

大西有三教授）に現地調査をして頂きました。

◇早期に原因を究明し、安全を確保していくことが緊急の課題となっているが、詳

しい原因については未解明な部分が多く、複雑な地質構造等が想定されることか

ら、道路防災ドクタ－の助言を踏まえ、原因の究明、工事再開に向けた対策等を

検討するため本検討会を設置することとしました。



紀の川大橋橋梁拡幅工事周辺における
地下水噴出に関する対策検討会（仮称）（名簿）

委員 氏名 所属・専攻等
京都大学大学院工学研究科
都市環境工学専攻
ジオフロント環境工学　教授
岡山大学大学院環境学研究科
資源環境学専攻　廃棄物マネジメント学（地圏環境評価学）
教授
和歌山工業高等専門学校
環境都市工学科　土質力学
教授
独立行政法人土木研究所
材料地盤研究グループ（土質）
上席研究員
独立行政法人土木研究所
技術推進本部（施工技術）
主席研究員
国土交通省和歌山河川国道事務所
事務所長
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紀の川大橋橋梁拡幅工事周辺における地下水噴出に関する対策検討会（仮称）

（第１回) 

～ 取材の方へのお知らせとお願い ～

第１回検討会

日 時：平成１９年４月２８日（土）

14:00～15:00 事前現地視察

場所）和歌山市中州地先周辺他

15:30～17:00 検討会

場所）ホテルグランヴィア和歌山

６F「ル・グランB」

和歌山市友田町５丁目１８番地

TEL ０７３－４２５－３３３３

議題（予定）：

１．工事の概要

２．空気と水の噴出状況

３．原因の究明

４．その他

検討会の傍聴について

一般傍聴はできません。

報道取材へのお願い

○工事現場内では安全を確保するため、ヘルメット（貸与）の着用と指定

場所への駐車をお願いします。

※当日は、必ず受付で会社名・氏名をご記入下さい。

○検討会会場への入室は開会時のみとさせて頂き、退室をお願いします。

○検討会終了後、記者会見を予定しています。



事前現地視察集合場所位置図

集合場所

臨港道路紀の川右岸線
L=3.4km

和歌山県施工
L=1.2km

橋梁下により受付

拡大図

別　紙


